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1.は じめ に

本学園は、昭和61年 に短期大学が伊丹市 に移転 したのを機 に、同年 より伊丹市教育委員

会か ら委託 を受け、有岡城跡 ・伊丹郷町の発掘調査 を行 っている。 これには、大手前女子

大学 日比野丈夫学長 を委員長 とす る有 岡城跡調査委員会を組織 し、同大学史学科藤井直正

教授 を調査主任 とし、川 口と同大学史学研究所研究嘱託前川 要が卒業生 らとともに現地

調査 に当た っている。

昭和62年 か らは、宮 ノ前地区市街地再開発 に伴 う発掘調査 を行 うこととなった。 これに

は、兵庫県教育委員会、大阪経済法科大学調査団 とともに、3者 共 同でこれに当た ってい

る。

本文 は、経過報告 を兼ねて、この調査 を通 じて知見にのぼった近世の 「胞衣壷(え なつ

ぼ)」 につ いて、若干の所見 をまとめた ものである。従 って、この成果 は、 もとよ り川 口

個人のものではな く、この調査 に当たっている関係者全員の成果であ る。

2.遺 跡 の概要 と略 史

有岡城跡 ・伊丹郷 町は、兵庫県伊丹市のほぼ中央、猪名川の西側の標高20m前 後の台地

上 に立地す る。この付近は、旧摂津国川辺郡 に属す る。

遺跡の歴史は、縄文時代 中期 に始 まる。後、弥生時代、古墳 時代、奈良時代 と断続的 に

人跡が認め られ、中世以降、文献資料 にも度 々登場するようになる。

中世後期 には、土豪伊丹氏の本拠地 となってお り、戦国時代 には、その居城 「伊丹城」

が この地に築城 されていたことが文献資料から窺 える。そのため、この地 は しば しば戦乱

に見舞 われるが、伊丹城は堅固な名城 として名 を馳せてい る。

その後、天正2年(1574)に 、池田氏の被官か ら成長 して きた荒木村重 によって伊丹親

興 はこの城 を追われ、城 は村重の居城 とな り 「有岡城」 と改名 された。 この とき、村重 に

よって城下町 と城 を堀 と土塁で取 り囲む 「惣構」が構築 された と考 えられている。 また、

のちの伊丹郷町の骨格 も、この とき形づ くられた と考え られる。しか し、天正7年(1579)

には、織田信長の勘気 を蒙 ったために攻め られ、落城する。
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図1 元禄七年(1694)柳 沢吉保領伊丹郷町絵図

(『伊丹古絵図集成』伊丹市役所 所収)

の ち、池 田信 輝 の嫡子 之 助 が領 有 した後 、豊 臣 秀吉 の 直轄領 とな り、城 は廃 城 とな った。

豊 臣氏 滅亡 後 は、徳 川幕 府 の直 轄領 の時期 をへ て、 寛文 元年(1661)近 衛 家領 とな った。

以後 、正徳 元 年(171ユ)ま で一 部 が幕 府領 とな った りす るが 、そ の後 明治 まで 近衛 家領 と

して あ った。

城 下 町 は 、城 が廃城 とな ったの ち も存続 し、文 禄年 間(1592～96)に は魚屋 町 ・材 木町

な ど15町 が あ った と記 され て い る。そ の後 、酒造 業 ・運 送業 な どで発 達 し、元 禄年 間(1688

～17Q3)に は24町 、享保 年 間(1716～35)に は、27町 とな った 。 これ らの 町 を中心 に周 辺

の大 広 寺村 ・円 正寺 村 ・外城 村 な ど15力 村 が結 びつ き、伊丹 郷 町 を形成 して い る。 町 は 、

有力 酒 造 家 な ど を中心 と した惣 宿老 制 に よって運 営 されて いたD。

発 掘 調査 で は、東側 の 「侍 町」地 域 で は、伊 丹 城 ・有 岡城 時代 の上級 家 臣団 の屋 敷地 と

そ れ を取 囲 んで縦 横 に設 け られた 中小 の堀 が検 出 され、 西側 の 町屋 地域 で は 、現 在 の 町並

み に沿 った形 で 同時代 の溝 が検 出 され て い る。 また 、全域 で 江戸 時代 の 町屋 の遺 構 が 良好

に検 出 されて お り、な かで も、酒蔵 や 酒造 用 のか ま ど、井 戸 な どかつ て の伊 丹 の繁栄 を彷

彿 とさせ る遺構 が 注 目 され る。 この ほか 、江戸 時 代 の各 時期 に描 か れ た6枚 の絵 図 との比

較対 象 も進 ん で お り、特 に現 在 の屋 敷 割 は天保15年(1844)伊 丹 郷 町分 間絵 図2)と 良 く一

致す る こ とが 判 明 して い る。 この ように 、記録 に表 れ ない 当時 の具体 的 な姿 が次 々 と判 明
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しつ つ あ る3}。

3.検 出 され た胞 衣壷 と考 え られ る遺構

胞衣壷が知見 にのぼ ったのは、一昨年 から開始 された宮 ノ前地区の調査 の中である。江

戸時代 の町屋跡の遺構面か ら、地中に埋め られた土師質土器の壷がい くつか検出 された。

これらの壷 のなかには、茶褐色の固形物が入っていた り、墨 と筆が入れ られていた りす る

例が見 られた。調査に当た っている3者 の連絡会議の席で これを報告 した際、兵庫県教育

委員会の岡崎正雄氏 より胞衣壷ではないか という指摘 を受けた。その後、この ような例 は

調査面積が拡大するに連れて増え、現在17例 を数える。また、過去 のJR伊 丹駅前地区で

も検出 してお り、分布範囲 も郷町全体 にわたっていることが判明 した。

胞 衣(え な)と は、胎盤の事 をいう。胎盤は、「胎児の胎膜の一部 と母体の子宮壁 の一

部 とが複合 してで きたほ乳類特 有の胚体 養育器官4)」であ り、出産の ときには、胎児が体

外 にでたあ と、子宮 の収縮 に伴 って脱落膜 から剥離 し体外に排出 される。 これを一般 に、

後産(あ とざん〉と呼 んでいる。また胎盤 は各地で呼び名 を異に し、関東地方では 「エナ」

あるいは 「イナ」、近畿 ・中国地方では 「ヨナ」、四国 ・九州地方では 「イヤ」などと呼 ば

れている5)。胞衣壷 とは、この胎盤 を収めた壷 をいう。

以下に、現在 までに検出 した胞衣壷 と考えられる事例 の代表的な もの を詳述す る。
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第!次 面遺構全体 図S・-1/300
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図4B-2-1地 区 第1次 面遺構全体図S-U300
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図5B-2-2地 区 第1次 面遣構 全体 図S-1/300
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①.宮 ノ前 地 区第53次 調査B-1-1地 区 の例(図3)

この調 査 区 は 、東側 が猪 名 野神社 に至 る道路 、宮 ノ前 商店 街通 りに面 して い る。

ここで は、飛鳥 時代 か ら近 代 まで5面 の生 活面 を検 出 した。この うち、この よ うな壷 は、

第1次 面=最 上 面(江 戸 時代 末 期 ～近代)と 第2次 面(江 戸 時代 後期)で7個 体 検 出 した。

第1次 面 で は、道路 に面 して主 屋 と考 え られ る2棟 の建物(建 物1・4)等 を検 出 した。

出土 した壷 の うち、SIO2・03は 建物4内 の通 り庭 と考 え られ る場 所 に、土 間 を掘 り込

ん で、2個 体 近 接 して埋 納 してい る(図6)。SIO8・09は 、 同一 屋 敷地 内 の庭 部分 で や

や離 れ て検 出 した。 この うち 、SIO9は 、丹 波 焼 徳利 と と もに埋 納 され て いた 。SI11・

12は 、 第2次 面 で検 出 した もので 、建物4と 同一規 模 で これ の前 身 と考 え られ る建物10内

の、 や は り通 り庭 と考 え られ る場 所 で あ る。 こ こは、 上面 のSIO2・03と 全 く同一場 所 で

あ る。 この うち、SI11に は、茶 褐 色 の 固形 物 と墨 ・筆 が遺 存 して い た(図7)。 また、

SI12に も茶 褐 色 の固 形物 が遺 存 してい た(図9)。SIO5は 、 第1次 面 の 別 の屋 敷 地 の

建 物1の 床 下 部分 か ら単独 で 出土 した。また 、SIO5・09以 外 は、すべ て蓋 を伴 ってい た。

◎SI・3

◎
SI11

◎ SIO2

@S…

図6B-1-1地 区SIO2・03・11・12
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②.宮 ノ前地 区第53次 調 査B-2-1地 区の

例(図4)

この調 査 区 は、先 の調 査 区 の約35m南 に位

置 し、東側 は商店 街通 りに面 して い る。また 、

南側 お よび西 側 は、寛政8年q796)成 立 の

『寛 政 八 年 伊 丹 細 見 図6)』 に も記 載 され て い

る路 地 に面 して い る。 ここで も飛鳥 時代 か ら

近代 までの5面 の生 活面 が あ り、 第1次 面 と

第2次 面 で土 師 質土 器壷 が1個 体ず つ検 出 さ

れ た。

第1次 面(江 戸 時代 末期 ～近 代)で は、東

側の道路 に面 した部分に間口4問 半の主屋があ り、西側の裏手に も土 間が見 られることか

ら小規模 な建物が存在 していた もの と考え られる。これが同一の持ち主の ものか路地側 を

入口 とす る別人の ものかは、不明である。土師質土器壷SIO3は 、裏手の建物の土間 を掘

りこんで埋納 されていた。蓋および内容物 は、見 られなかった。第2次 面(江 戸時代後期)

のS亙06(図9)も 裏手 にたて られた建物 の土間部分 から蓋 を伴 って検 出された。 これに

は、茶褐色 の固形物が残 っていた。

③.宮 ノ前地 区第53次 調査B-2-2地 区の例(図5)

ここには、戦国時代か ら近代 までの3面 の生活面がある。土師質土器壷(図9)は 、第

1面(江 戸時代 中期 ～近代)西 側で検 出 した土鑛SK510の 隅に埋納 されていた(図8)。

この調査 区は、西側が道路 に面 してお り、 この部分 には礎石は残 っていないものの土 問が

見 られ、間口4問 、奥行3間 半の建物1の 存在が推定で きる。 この部分 は上層が撹乱 され

てお り、第1次 面 は江戸時代中期 の面である。

SK510に は、年代推定 の容易 な伊万里焼碗 などの共伴遺物がみ られ(図9)、 他の例 に

比べて非常 に重要である。伊万里焼碗 には、コンニ ャク印判 による菊花文 を施 した もの(同

図 一4)や 深手 で高台が 「ハ」の字 にひ らくもの(同 図一5)、 厚手で 口縁部が外反す る

ものな どがみ られ、大橋康二氏の編年案7)の皿期、なかで も18世 紀 中頃か ら後半の年代観

が与 えられる。 したが って、この土師質土器壷 の年代観はそのころに下限 を置 くことがで

きる。

このほか、兵庫県教育委員会が調査 したD-1地 区で は、江戸時代 中期の生活面の裏庭

部分か ら、備前焼の朱泥塗の小壷 に5枚 の寛永通宝や、木板 に、

口[コロロロ
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_1mO
図8B-2-2地 区SK510

福冨満口

金生水

土生金

と書いた ものを入れた例があ り、 これ ものちに述べ るように胞衣壷 と考 えられる。 これの

場合木板が壷 内にみ られ、 これで蓋 をした もの と考 えられる8)。

また、同 じ土師質土器壷 に硯 ・墨 ・筆 を硯箱 に入れた状態 をあ らわ した ミニチ ュア土製

品 と実物 の墨 を入れた例(図9・ 図版3)が 、大阪経済法科大学調査団が調査 したC地 区

SKO5よ り出土 してい る9)。これ も、江戸 時代 中期 の生活面 での例 であ り、出土場所 は建

物の入 口付近である。

これ らの屋敷地内での出土場所 をまとめる と、

A.主 屋建物の中11例

B.主 屋建物の入口2例(方 角は屋敷地中央 より南 と西)

C.裏 庭4例(方 角は屋敷地中央 よ り南 一2、 西 一2)

となる。主屋建物内での位置は中心部付近である場合が多 く、床下か どうかは特定 し難い

が、通 り庭 と考 えられる例が5例 ある。 また、ほとん どが蓋 を伴 ってお り、基本的に蓋 を

す ることが通例であ ることがわかる。埋納す る深 さは、ふつ う壷 の上部が わずか に隠れ る

程度である。
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次 に、容器である土師質土器壷 について、その性格 と時期 的位置付け を試みたい。

4.容 器 に用い られ た土 師 質土 器壷 につ いて

このような、口緑部が短 く直立 し肩 の張 った小型の壷 は、通常 、火消壷 として用い られ

た もの と考 えられている。これに大 きさ ・形が非常 に良 く似 た金属製の火消壷 は、炭 を用

いていた昭和40年 代頃 まで近畿地方の一般 の家庭で普遍的に 目にす ることがで きた。

しか し、先の これらの壷 は、すべて一次 的な使用である。 また、火消壷 と して使用す る

場合、地中に埋納するのは非合理的である。 しか も、付近には竃 はない。 このような事実

は、 これが火消壷以外 の目的で使用 された ことを示唆 している。

①.分 布 と性 格

出土 例 を調 査報 告書 で ひろ ってみ る と、兵 庫県 下 で は姫路 城 下町 で 、砂 目跡 の唐 津 焼皿

な ど と ともに出土 した ものが 、1例 知 られ る1°)。た だ、 これ は調 整技 法 に差異 が認 め られ 、

同一系 列 にお け るか ど うか疑 問 であ る。

大 阪府 下 で は、堺 市 堺 環濠 都 市 遺跡(と くにSKT14調 御寺 跡)'1)と そ の周 囲 に位 置 す

る浄 光寺 本堂 跡(墓 地)12)・翁橋 遺 跡'3)・向泉 寺跡 遺 跡(墓 地)'4)な どで大 量 に出土 して い る。

また、大坂 城 跡 で も見 られ る15)。なか で も、 豊 臣氏 大坂 城期 の天 正8年 ～ 同18年(1580～

90)前 後 の層 か ら出土 した もの が、注 目され る。 これ は包含 層 か ら出土 して お り、 火消壷

と して使用 した痕 跡 は ない。 この ほか 、八 尾 市八 尾 近世 墓 で も大量 に出土 して い る。 こ こ

で は 、体 部 や蓋 に年 号 が 墨 書 され た例 が あ り、 特 に享保20年(1735)銘 の壷 が 注 目 され

る16)(図9)。

これ らの 出土例 を通観 して気づ く点 は、

A.分 布 範 囲 は、大阪 府下 の都 市 を中心 と して お り、例 外 的 に姫 路 城下 町 で 出土 して い る。

B.一 般 の住 居 跡で も出土 して い るが 、圧 倒 的 に多 い の は墓地 か らの出土 例 で あ る。墓 地

で は、 これ を蔵 骨器 として使 用 してい る。

C.管 見 に触 れ る最 古 の例 は 、大坂 城跡 出土 の16世 紀 第4四 半 期 の例 で あ る。

とい った諸 点で あ る。

また、使 用例 は火 消壷 と して用 い られ た もの もあ るが 、圧倒 的 に多 いの は蔵骨 器 と して

で あ り、次 に本 例 の よ うな使 用 例 であ る。 本例 の意味 付 け は、後述 す る と して も、第 二義

的 な使 用例 が圧 倒 的 に多 い こ とは、 これ を単純 に 「火 消壷 」 と呼 ぶ こ とを躊 躇 させ る。 む

しろ 、多様 な用 い られ方 をす る 「壷 」 と呼 ぶべ きで は なか ろ うか。 大坂 城 の例 は、 それ を

示 してい る。

ところで 、 この よ うに数多 く使 用 されて い る理 由 は、 なんで あ ろ うか。 これ に は、江 戸

時代 の壷 と して は一般 に陶器 が用 い られて い るが 、 これ に比 べ て お そ ら く安価 であ った た
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め、一 度 き りの使 用 に適 して い た こ とが考 え られ る。 ま た、蓋 を有 して いた こ と も利 用 に

適 して いた もの と考 え られ る。

土 師質 の士器 は、古 来 火に 強 く煮 沸 容器 と して使 用 され るこ とが 多 い。堺 ・大坂 で は 、

ユ6世紀 に は、土釜 ・土 鍋 ・火 舎 ・火鉢 ・竃(移 動 式 の もの)・ 灯 明皿 な どが播 鉢 ・甕 ・JIIレ

壷 な ど と共 に見 られ る。 しか し、17世 紀 にはい る と、土 釜 ・土 鍋 は鉄 釜 ・鉄 鍋 に、播 鉢 ・

壷 は 陶器 製 の もの に、刀i1は陶器 製 ・磁 器 製 の もの にそ れぞ れそ の座 を奪 われ 、土鍋 は炮烙

に転 換 し、これ と、火舎 ・火 鉢 ・竃 ・灯 明皿 な ど火 に関係 す る物 の みが 命脈 を保 つ 。甕 は、

堺 に お いて は唯 …例 外 的 に、広 く用 い られ た便 槽 と蔵骨 器 と して生 き残 る。壷 も、火 消壷

と して も使 用 され る こ とが あ った為 に命 脈 を保 ったの であ ろ う。 それ と同時 に 、先 の 理 由

か ら、甕 と共 に蔵 骨 器 と して も使用 され るに至 るので は ない だ ろ うか 。

②.時 期 的位 置付 け

次 に 、 これ らの遺 物 を個 々に観 察 し、時期 的位 置付 け を試 み た い。

これ につ い て は 、過 去 に土 山健 史氏 、北 野俊 明氏 が触 れ て お られ るが」7)、その後 資 料 も

増加 して よ り流 れ をつ か み易 くな って きた。 御 二 人の成 果 を発 展 的 に継 承 して、 試み た い

と考 え る。

現 在 の と ころ最古 の例 と考 え られ る大坂 城 跡 出土 の壷 は、 口径13.6cm、 器高21。3cmを 測

り、 口縁 部 は長 く内上 方 にの び る。 口縁端 部 は、水 平 に切 る。 肩部 は丸 く内傾 し、体 部 は

やや す ぼ ま りつ つ底 部 に至 る。外 面肩 部 は横 方 向 のヘ ラ ナデ 、体部 は縦方 向 のヘ ラナデ 、

体 部 下端 は横 方 向 の弱 い ヘ ラケ ズ リ、底 部 はナ デ であ る。

堺市 浄 光寺 本 堂跡 で は、 これ に 良 く似 た形 態 を もつ ものが 出土 して い る。SI74が それ

で、 口径20cm、 器 高25.1cmを 測 り、上 部 が突 出す るつ まみ を持 つ蓋 を伴 って い る。 この段

階の もの は、粘 土 円盤 を底部 と し、体 部 は粘 土 ひ も成形 とな って い る。 しか し、 ロ クロ を

用 い な い ため か体部 が 歪 む もの も多 い。 この墓 地 は古 寛永 を中心 とす る時期 に営 まれて お

り、 これ は 、17世 紀 第2四 半 期 ～第3四 半期 頃 に位 置 付 け られ る。

堺環 濠 都市 遺 跡SKT14で も、類 似 の遺 物 が 出土 して い る。この遺 跡 も近 世墓 地で あ り、

下 層 の堀 との 関係 か ら17世 紀 第3四 半期 か ら営 まれ た と考 え られ る。 壷 の うち 浄光寺 本 堂

跡 の もの に近 い もの は 、2点 図示 され て い る。1点 はSIOO3-2で 、 口径(推)20.4cm、

器 高24.2cmを 測 り、上 記 の もの との大 きな差 異 は体 部外 面 ヘ ラに よる縦 方向 の ナデ で は な

く ヨコナ デ を施 す 点で あ る。 体部 内面 ヨコナ デ、外 面体 部 下端 にヘ ラケ ズ リを施 す。 また

底 部外-面 に は、離 れ砂 痕 が見 られ る。次 に、八 尾近 世 墓 出土 の享保20年(1735)の 紀 年 銘

資 料 が挙 げ られ る。 これ も、 先 の もの に比べ て 肩部 径 と底部 径 の差 が 大 き くな って お り、

底部 が す ぼ ま った感 じが す る。外 面体 部 は ヨコナ デ、 肩部 には 、装 飾 を意 識 した横 方 向 の

ヘ ラ ミガ キが施 され る点 が特徴 で あ る。 これ は、先 の ヘ ラナ デが肩 部 の み に残 り、発 展 し
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た もの と考 え られ る。 また 、基 本 的 な製作 工 程 は 同様 で あ るが 、先 の もの に比 べ て均 整 の

とれ た形態 をなす 。 同一 タイ プで よ り大型 の ものがSKTl4で み られ 、法 量 のバ ラエテ ィ

も見 られ る。 また、 これ に組合 う蓋 は、天 井部 外 縁 に一 条 の沈線 を施 し、 つ まみ 上部 が や

や くぼ む。 八尾 近 世墓 に享 保17年 銘(1732)の ものが あ る(図 版2)。

18世 紀 中 頃 か ら後半 の共伴 遺 物 を持 つ 伊丹 郷 町B-2-1地 区SK510出 土 の壷 は、 こ

れ に続 くもの と考 え られ る。 口径11.4cm、 器高16.7cmを 測 る。八尾 近 世 墓 の もの に比べ る

と、形態 で は体 部 と肩部 との境 が 明瞭 とな り、肩部 は内湾 す る。体 部 は逆 に外 反す る。 口

縁 部 は、短 く丸 くな る。 内面 には 、 ロク ロ 目が 明瞭 に見 られ 、全体 をロ クロ成形 に よ って

製作 してい るこ とが 窺 え る。 外面 肩部 のヘ ラ ミガキ は見 られ な くな り、体 部 まで 回転 ナデ

を行 う。

これ に伴 う蓋 は 、外 面 天井 部 に壷外 面 底部 に見 られ る板 目痕 ・離 れ砂 痕 が残 り、底 部 と

同様 に粘 土 円盤 を作 り、 これ に口縁部 とな る粘 土 ひ もを足 して逆位 で 製作 され た こ とが わ

か る。つ まみ は上 部 がへ こみ、 そ の中央部 はわ ずか に突 出す る。 また 、天 井部 外縁 に一 条

の沈線 を施す 。 こ の ような例 は、 同一 タイ プの すべ て に見 られ るわ けで は ないが 、 この タ

イ プの段 階 に は、多 く見受 け られ る。

これ は、小 型 品で あ り、 同 じ特 徴 を持つ もの に は、以 下 の よ うな法量 のバ ラエ テ ィが 見

られ る。

口 径

a.約11.5cm(3寸8分)

b.約12cm(4寸)

c.約15cm(5寸)

d.約16.5cm(5寸5分)

e.約19.5cm(6寸5分)

f.約21cm(7寸)

器 高

約16.5cm(5寸5分)

約18cm(6寸)

約23.5cm(7寸5分)

約27cm(9寸)

約25.5cm(8寸5分)

約30cm(1尺)

(SKT14と 伊丹 郷 町 の資料 よ り)

これ をみ る と、 口径 ・器 高 と も基本 的 に一 寸 を単位 と して最低6種 類 の法量 差 が あ る こ

とが分 か る。

と ころで 、 この よ うな法量 の分 化 や ロ クロ成形 へ の転 換 は、 な に を意味 す るので あ ろ う

か。 それ はおそ ら く、 この ころ よ り需 要 が急 激 に増 え、 それ に答 え るた めの量 産 化 が 図 ら

れ た結 果 で は ない か と考 え られ る。事 実 、この タイ プの ものが も っ とも多 く出土 して お り、

これ を確 証付 け る。

こ の タイ プ よ りさ らに時 期 が 下 が る と考 え られ るの が 、伊 丹 郷 町B-1-1地 区SI

O3・12、B-2-1地 区SIO6な どで あ る。 これ らの特 徴 は、肩 部 の張 りが さらに強 くな

り、 内湾 して いた肩 部 が直線 的 にな る事 で あ る。 また、蓋 で は 、天井 部 外面 にみ られた離
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れ砂 痕 が 回転 ナ デ に よって消 され て しま う。伊 丹郷 町 で は 、 この タイ プの 出土 例が 最 も多

い。 この うち、B-1-1地 区SIO9に は、幕 末～ 明治 頃 と考 え られ る丹波 焼徳 利 が共 伴

して お り、19世 紀 中頃前 後 に時期 をお くこ とがで き る。

以 上 の事 実 か ら、 これ を ま とめ る と図10の よ うにな る。

この うち 、大 きな画期 は、ロ クロ を使 用 し、量 産 化 され る4段 階 に認 め られ、これ を1・

Uで 表 した。

これ らの位 置付 け に よ り、伊 丹郷 町 の土 師 質土 器 の埋 納例 は、18世 紀 中頃 ～後半 の 例 に

始 ま り、幕 末 ～明治 の例 を最後 と してい る こ とが わか る。

③.残 され た問 題点

この土 師 質土 器壷 につ いて さらに述 べ るべ き点 は、a.そ の起 源 、b.生 産 地 と生 産体

制 、c.流 通 機構 、d.終 焉 につ い て な どで あ り、 この根本 的 な大 問題 にた い して筆 者 の

力量 は全 く力 不 足 であ る。従 って、これ らの 諸点 につ いての考 察 は、今 後 の課 題 と した い。

た だ、 そ の糸 口 とな り得 るであ ろ うい くつ か の知 見 につ い て、最 後 に羅 列 し、 この項 を

終 えたい 。

起 源 につ いて は、前述 した16世 紀後 半 の例 を さかの ぼ る もの は、現在 見 られ ない。 しか

し、 これ と非 常 に良 く似 た短頸 壷 に瓦 質 土器 壷 が あ り、奈 良町 ・京 都 ・大 坂 ・堺 ・高 屋城

跡 な ど広 範 囲 にわ た る遺跡 の16世 紀後 半 か ら17世 紀 前半 の 遺構 か ら出土 して い る。 その 出

現 は、高 屋 城 跡 の例 な どか らi8)、土 師 質土 器壷 よ りや や 早い と考 え られ る。 これ も現 在 の

ところ不 明 な点 が 多 く、生 産 地 につ い て も漠 然 と奈 良 で はな いか と言 わ れて い る。 面 白い

こ とに、 これ も蔵 骨 器 と して用 い られ る例 が 元興 寺 極楽坊19)な どで み られ る。 起 源 につ い

て は、 これ との関 連性 が 大 きい ので はない か と考 え る。

生 産地 につ いて は 、生産 遺構 が 検 出 され てお らず これ も特 定 出 来 ない。 ただ近 世に おい

て、 この よ うな土 師 質土 器 を生産 して い る可 能 性 が あ るの は、「湊 焼 」 と呼 ばれ る土 器 を

生 産 してい た とつ た え られ る堺 の湊村 で あ る。「湊焼 」の実態 は文献 か らはあ き らか で な く、

た だ炮烙 が 確 認 で きるの みで あ る2ω。 しか し、現 在 、近 世 の 多器 種 に わた る土 師 質土 器 の

うち、堺 で 出土 す る甕 ・火鉢 ・風 炉 ・七 輪 ・十 能 ・烙烙 な どは胎土 ・焼成 に共通 点 があ り

同 一生 産 体 制下 にお いて生 産 され た可 能 性 が強 い こ と、 なか で も未使 用 品が ま とま って 出

土す る例 が あ る こ とな どか ら、堺 を生 産 地 と考 え る意見 は多 い。 本論 の壷 もまた、胎 土 ・

焼 成 が これ らの もの と極 似 す る。従 って、現 時 点 で は、これ を 「湊 焼」 と考 えて お きた い。

5.胞 衣 を埋 め る風 習 と伊 丹郷 町 出土 遺物

胞衣 を埋 め る風習 につ いては、考古学、民俗学、文献史学2Dの それぞれが、成果 を上げ

ている。
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SK510C区

〔圭 ミ 運 一

大…大坂城跡

八…八尾近世墓

向…堺向泉寺跡遺跡

堺…堺環濠都市遺跡

(SKT14地 点)

浄…堺浄光寺本堂跡

図10土 師質土器壺編年試案
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①.考 古学における研究

考古学において胞衣 を埋める風習が取 り.ヒげ られたのは、縄文時代の住居跡内埋甕の性

格 をめ ぐる論議においてである。昭和42年 桐原 健氏が小児棺 と胎盤収納の可能姓 を指摘

したのに鋤始 ま り、幼児埋葬説 をとる渡辺 誠氏23や胎 盤収納説 の木下 忠氏2鵬)に よっ

て論議が繰 り広げ られた。

つ ぎに、昭和59年 に水野正好氏 は、平城京右京五条 四坊三坪 か ら出土 した奈良蒔代中頃

の胞衣壷 の例 を取 り上げ られ、その埋納方法や思想について明確 に示 されだ`)。

また、事例 としては、縄文時代の ものは多数報告 されている。 それ以外では、編 岡県春

日市辻 田地区近世墓の例:獣兵庫県 明石市明石城下町の例27'、東京都新宿 区北 山伏町遺跡 の

例罰、先頃報告 された平城京左京五条五坊十坪か ら出土 した奈良時代中頃～後半の例2(〕'など

が見を)れる。最後の例で は、化学分析 によって、胞衣壷であることを明 らかに している灘。

しか し、歴史時代 における胞衣 を埋 める風習 に対す る考古学的関心 は、水野論文以後 よ

うや く見開かれた所であ り、 まだ まだ低 いと言 わざるを得 ない。

②。民俗例 に兇る胞衣 を埋 める風習 と伊丹郷町出土遺物

民俗学で は、薩育習俗の研究の中で、多 くの研究者が各地の事例 を紹介 している。また、

その意味す るところについて も、多 くの論文が出されている。

各地の事例 につ いては、古 くは恩賜財団母子愛育会編 「日本産育習俗資料集成』(第 一

法規1975年)に 集成されてお り、最近で は、文化庁 『日本民俗地図』V(国 土地理協会

曳977年)や 各都遵府県が刊行 している 眠 俗地図』 に集成されてい る。

それ をみると、この習俗 は 日本全国で第2次 大戦後までなん らかのかたちで行 われてい

た事がわかる。 また、その事例 も各地で異 なってお り、複雑 な様相 を呈 していることがわ

かる,,

兵庫県下 の民俗例 を 『兵庫 県民俗地図3D』でみると、

a.産 室 の 床 下

b.ニ ワ の 口

c.墓 地

d。 ア トザ ン バ

e桑 の木 の 下

な ど とな って い る。 ア トザ ンバ とは、 後産 を埋 め るた めの特 定 の場所 を言 い 、由 ・河 原 ・

海岸 な どの例 が あ る。 この うち 、最 も多 いの がcの 墓 地 に埋 め る例 で あ り、特 に伊 丹市 周

辺 の よ うな都市 化 の 進 んだ地 域 に顕 著 で あ る。

こ の地 図 を作 成 した際(昭 和56・57年 調 査)の 伊 丹 市 南 野 の例 鋤で は、 「壷 に入 れ 、一

養父 郡 ・加古 郡 ・龍 野 市

城 崎 郡 ・出石郡 ・朝 来 郡 ・養 父郡 ・宍粟 郡 ・神 崎郡 ・赤 穂 郡

金域

城 崎 郡 ・養 父郡 ・朝 来 郡 ・宍 粟 郡 ・作 用 郡 ・姫 路 市 ・龍 野 市 ・揖 保

郡 ・飾磨 郡 ・氷 上 郡 ・多紀 郡 ・明石 市 ・加古 川 市 ・洲 本市 ・三 原 郡

城崎 郡 ・美 方郡 ・養 父郡 ・宍 粟 郡
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の 辺 の墓 に埋 め た。埋 め たあ と足 で トン トン と踏 ん だ。 「埋 め たあ と最初 に通 った者 が こ

わ い。 親 で な い といか ん」 と言 った。」 とい う。 また 、鴻 池 で は3へ 「お 産用 の ふ とんで く

るんで 父親 が 野墓 に うめ た」 とい う。

筆者 が伊 丹市 の旧郷 町 内で 聞 き取 りした例 で も墓地 で処 理 した との こ とで あ る。

宝塚 市 上佐 曽利 の例 で は34)、明治30年(1897)ご ろ まで は、マ ヤ(馬 屋)か ナ ン ド(産

屋)の 下 に埋 め てい たが 、 ヨナバ カがで きてそ こに埋 め る よ うにか わ った、 と言 い 、 その

際 、 ヨナ タ タ リが あ るため 、夫が夜 に埋 め に行 ったそ うで あ る。

西宮 市 下 大市 で は35)、伊丹 市 鴻 池の例 に似 て 、 オサ ンブ トンな ど とい っ しょに カ ッパで

包 み 、 日の 当た らない所(納 屋 ・便 所 の隅)に お いて お き、翌 日か翌 々 日の 「お 日さんが

でて い ない時 」 とい って 朝早 くか夕方 に夫が 墓 へ もって い って埋 め た、 とい う。

尼 崎市 中 食満 で も36)、父 親が他 人 にみ られ ない ように して朝 日の 出 る前 か 夕方 に墓地 に

埋 め た。

川 西市 国 崎 で は37)、明 治10年(1877)生 まれ の 人 は、 ウブヤ の下 に穴 を掘 って埋 め た と

い い、明 治30年(1897)生 まれ の 人で は 、墓 の ア トザ ンイケ に埋 め た とい う。 また、容 器

は、 ヨナ ステ(ヨ ナ ツボ)で あ った。埋 め る際 に は、人 の踏 まない所 に埋 め た。

隣接 す る大阪 府 の例 を 『大阪 府民 俗地 図38'』でみ る と、

a.墓 地 に埋 め る ・捨 て る

b.墓 地 の井戸 に捨 て る

c.ヨ ナバ カ ・ヨナ ステバ な どに捨 て る

d.ヨ ナ トリ ・エ ナ屋 な どが くる

e .産 婆 が始 末す る

f。 役所 が と りに くる

9.床 下 に埋 め る

h.玄 関 や 門 口に埋 め る

i.梅 の 木 の下 に埋 め る

1.四 つ辻 に埋 め る

k.ウ マヤ の隅 に埋 め る

な どとな って い る。

これ らの事例 の 分布 は、a、bな ど墓地 に埋 納 す る例 が大 阪市 を除 く周 辺地 域全 域 に見

られ、 もっ とも多 い。 また、c例 も同 じ範 囲 で み られ る。 これ は兵 庫 県 の ア トザ ンバ と同

じ例 で 大 阪府 の場 合 、墓 地 に隣接 す るこ とが 多 い。

d、e、fの 例 は 、大阪 市 とそ れ に隣接 す る都 市化 が 早 くか らす す んだ 地域 に見 られ る。

後 述す る よ うに、古 い例 と考 え られ る9以 下 の例 は周辺 の古 くか らの習俗 を よ く残 して

い る地域 に見 られ るが 、数少 ない。
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また 、 これ に まつ わ る言 い伝 えで は、人 が よ く通 る とこ ろに埋 め る と出世 す る とか はず

か しが りやで な くなる 、 とい った先 の例 とは逆 の事 を言 っ た り、埋 め る時 に鍬 で上 を叩 い

て はい け ない 、埋 め た上 を最 初 に歩 い た もの を恐 れ る、 最初踏 んだ者 をその子 が …生 こわ

が る とい って主 入 が踏 む、 とい っ た同 じ言 い伝 え も見 られ る。

これ らの例 か ら、伊 丹市 周 辺 の民 俗例 で は 、

A.明 治 の 中 頃 まで は産屋 の下 や馬 屋 の 下 に埋 め て い た が、 の ちに 墓地 に埋 め る よ うに

な った。

B。 もって 行 くの は父 親 で、 日のあ た らない時 間 に もって行 く。

C.埋 め る場 所 は人 の踏 まな い所 を選 ん だ り(逆 もあ る)、 最初 に父 親 が踏 んだ りす る。

とい った こ とが 読 み取 れ る。 この うち、Aは 、 の ち に述 べ る通 り明治 の 中頃 に風 習 の変化

が あ った こ と しめ す重要 な証言 で あ る。B・Cは 、各地 の例 に もみ られ 、 と くにCの 最初

に父親 が 踏 む とい うこ とで は、 の ちに文 献 史料 で見 る ように 、新 生 児 が最 初 に通 った もの

を怖 が るた め とい い 、父親 の言 うこ とを よ く聞 くよ うに とい う思 い と他 の虫 や動 物 に汚 さ

れ ない よ うに とい う思 い があ るよ うであ る。

考 古 学 者 の木F忠 氏 は 、 『埋 甕 一古 代 の 出産習 俗 』 に これ を次 の よ うに ま とめ られ て

い る391。

ほ)家 の戸 口 に埋 め る、戸 口の敷居 の 下に埋 め る。

② 土 聞 のす み ・台 所 に埋 め る。

耐 馬 屋 ・牛 の駄 屋 に埋 め る。

簡 産 所 の床 下 ・縁 の した に埋 め る。

(5)便 所 の床 下 に埋 め る。

(6)便 所 の踏 み 石 の下 に埋 め る。

(7)軒 下 ・雨 だ れ落 ちに埋 め る。

(8)方 位 をみて 屋敷 の 内 に埋 め る。

(9)分 れ道 に埋 め る。

⑳ 海 に沈 め る、浜 の砂 に埋 め る。

⑪ イナ 墓 ・エ ナ埋 め場 に埋 め る。

(12)墓 地 に埋 め る。

(13)エ ナ屋 が と りに くる。

この う ち、価 以 降は 、明 治 の中 頃か ら後 半 に か けて だ された 「胞 衣産微 物 取締 規則 」 に

よ って 生 まれ た もの で あ る こ とを指 摘 して いる4°)。これ は 、

胞 衣 及 出産 ノ節 汚臓 物 投棄 禁 止 ノ件府 告論第二号

明治二十年三月G887>

従 来 出産 ノ節胞 衣 ヲ邸 内或 ハ 床 下二埋 蔵 シ汚微 物 ハ河溝 或 ハ 山野 二投 棄 ス ル ノ習慣 有 之
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衛 生上 極 メテ有害 二付 自今 其 無 害 ノ地 ヲ選定 シ焼却 若 シ クハ埋 却候 様 致 スヘ シ

とい う京都 府 の布 告41)に見 え る よ うに、 当時 の衛 生観 に よ って(1)～ ⑳ の行 為 をや め させ る

た め 、各 都 道府 県 か ら出 され た もの であ る。 これ よ って 、 当時 この よ うな埋納 が 一般 に行

われ てい た こ とが 知 られる。 これ は また、本 論 に重 要 な意 味 を もって い る。即 ち、伊 丹 郷

町 出土 の胞 衣壷 と考 え られ る土 師質土 器壷 が 、幕 末 ～ 明治 の遺 物 を最 後 と して い る こ とと

良 く合 致 す るの で あ る。

先 の民俗 例 で も、 これは確 認 され る。 さ らに、都 市部 で は古 い事 例 が伝 わ ってお らず 、

周 辺 に残 されて い た こ とか ら、 この取締 規 則 は当時 の都 市 部 で早 く浸 透 し、周辺 で はやや

遅 れ て受 け入 れ られた こ とが わか る。伊 丹 市 で は、古 い納 め 方が伝 わ って お らず 、 早 くこ

れ を受 け入 れ た都 市 部 に類 す る こ と もわか るので あ る。

また 、(1)・(2)・(4)の 例 は、伊 丹郷 町 の土 師 質土 器壷 の 出土場 所 と良 く一致 す る。

この うちの 、(8)に つ いて は、易学 の考 え方 に よってお り、 同書 で も引 い て お られ る よ う

に、高 島易 断所 本部 編 『神 宮館 家庭 暦』 に は、胞 衣 を納 め る にはそ の年 の歳破 、 暗剣 殺 、

五黄 殺 、本 命殺 を避 け、生 児 の本命 の相 性 の 吉方 、 また はあ きの方位 に納 め るの が 良い 、

とされ て い る。 あ きの方 とは、 その年 々の吉 方 ・恵方 の こ とで 、石 上 堅 『日本 民 俗語 大 辞

典42)』 には、次 の よ うに説 明 されて い る。

「歳神 が 大 陸か らの暦 法 一陰 陽五 行 の渡 来 に よ りきま る。その十 干 の うち、甲 ・乙 ・戌 ・

庚 ・壬 を、陽 干 、 乙 ・丁 ・己 ・辛 ・癸 を陰干 と し、陽干 の年 はそ の五 行 の さす方 位(甲 の

年 な らば甲)、 陰干 の年 に は、 その合 干 の さす方 位(乙 の 年 な らば庚)を 歳 徳神(歳 神様)

の い る方 角 とす るので 、 これ を 日本 で ア キ ノカ タ と した。 エ ホ ウ とは、 エ トの エ の方 角 と

い う意で 、漢 字 に吉 方 とあ て た。恵 方 はつ ま り、 歳の神 の祝福 に こ られ る方 角 で あ る。 た

とえば 、 甲己 の年 な らば、 甲 の方 の寅卯 の間 、す な わ ち東 北東 が 恵方 となる。」

伊 丹郷 町 の埋 納例 で 、庭 に埋 納 され て い る もの は、 この よ うな考 え方 に も とず くもの と

考 え られ 、(8>も 該 当 しよ う。 この よ うに、伊丹 郷 町 の土 師 質土器 壷 の 出土場 所 は、明 治 以

前 の胞衣 の埋 納 場所 と良 く一致 す るので あ る。

とこ ろで 、伊 丹 郷 町D-1地 区の例 で 、紙 にかか れ た文句 の うち 「土 生 金 金 生 水」 は

陰 陽 道 の うち の五行 の相 生 の順 序 の 一節 で あ る43)。そ の意 味 す る と ころ は、土 は万物 の芽

生 え を意 味 し、 これ は新 生児 に通 ず る。 金 は財 産 につ なが り、新生 児 の将 来 の繁 栄 を祈 念

してい る。 また、金 か ら生 ず る水 は火 を押 さえ、 火災 な どの起 こ らぬ よ うに と言 った願 い

が含 まれて い る。 この よ うに 、胞 衣壷 を納 め る場所 や内容 に は、 この ような考 え方 が 入 っ

て い る。 しか し、 これ が いつ の ころか ら言 わ れて い る のか は、次 の 項 で触 れ たい 。

同書 に は、 このほ か胞衣 壷 と して用 い られ る容 器 の地域 差 につ いて も民 俗例 を集成 され

てお り、甕 ・壷 ・蛸壷 ・徳 利 ・土 瓶 ・炮烙 ・桶 ・ひ しゃ く ・碗 ・さんだ わ ら ・こ もや む し

ろ ・馬 の くつ ・わ らつ と ・あ わび貝 ・芭 蕉 の葉 ・白紙 ・油 紙 ・ぼろ な ど、実 に さ まざ まな
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もの が利 用 され た こ とを明 らか に して い 歓,し た が って 、必 ず しも土 師 質土 器壷 とは限 ら

ない わ けで あ るが 、 関東 ・近畿 ・中国 ・四 国 ・九州 な どの地方 で は 、壷 を用 い る こ とが 多

い。先 の 民俗 例 で も、 これ は確 認 され る。

③ 。 文 献 史料 に 見 る胞 衣 を埋 め る風 習 と伊 丹郷 町出土 遺 物

それ で は 、な に に よっ て伊 丹 郷 町の もの を胞衣壷 と断 定 で きる のか。 そ れ は、以 下 の文

献 史料 に よ って で あ る。 胞 衣 を埋 め る風 習 につ い て は、 『古事 類 苑』 禮 式 部六 誕 生 祝

下(神 宮 司廉 蔵 版 吉 川 弘文 館1982年)に 「蔵 胞衣 」 と して文 献 史料 が集 成 され て い る。

これ をみ る と、胞 衣 につ い て は 『日本書 記』 神代 記 にす で に 「先 以淡 路 洲為 胞」 と して登

場 す るこ とが わ か る4"(,

また 、胞 衣 を埋 め る風 習 につ い て は、平 安時 代 後期 の 『長秋 記』 元 永2年qU9)条 釦

をは じめ と して江 戸時 代 に至 る まで 公家 ・武家 の 問で行 われ て い るこ とがわ か る。 この ほ

か 、水野 論 文 で指摘 され て い る よう に、康 和元 年(1099)の 『大記 』「康 和 元年 御 産部類 記 」

に は、 「被 納胞 衣 、 大納 書 井左 小弁 顕 隆 、 奉仕 其 事 、加 入盆中 金銀 犀 角墨 筆 小 刀鰍 」 とあ

るの を46}初め と して 、 『玉 蘂』 承 元 三 年(1209)五 月条 に 「次 入銭 五文 於 白姿瓶 子1馨 織 囎

次 以胞 衣 入 銭 上 、次新 筆 一管 入 胞 衣1♂ 先 とあ るな ど、胞 衣 を銭 五 文 ・墨 ・筆 な ど とい っ

し ょに壷 に いれ た こと を示 す 史料 が い くつ かみ られ る。 これ に よ って 、伊 丹郷 町 出土 の も

の も胞 衣壷 で あ るこ とは、 明 白 とな った。 従 って、壷 の なか にあ った 茶褐 色 の固形 物 は、

胞衣 その もので あ る と考 え られ る。

水野 正好 氏 は、前 掲論 文 に おい て 、筆 ・墨 をいれ る こ との意味 を、次 の よ うに述 べ てお

られ る。 「筆 ・墨 とい っ た律 令 官 人 の シ ンボ ルが胞 衣 にそ え られ、誕 生 した新 生 児 の将 来

を描 く文物 と して あた え られ てい る所 に官 人 の夢 が垣 間見 られ るの で あ る。 こ う した慣 行

の遡 源 が庸 代官 入制 をめ ぐる産 育 に求 め られ るで あ ろ う こ と もまた十分 に考 え られ る とこ

ろであ る。」 と{%

江 戸時 代の 町屋 跡 か ら出土 した胞 衣壷 の墨 ・筆 の意 味す る と ころ は 、先 の律 令官 人 にか

わ って伊 丹 郷 町の 繁栄 を支 え た商人 ・職 人 た ちの 、生 活上 で必 須 な読 み書 きの 上達 を願 っ

ての こ とに間違 いな か ろ う。

江戸 時 代 の文 献 史料 に も、胞 衣 を納 め る こ とにつ いて の記事 が 多 く見 られ る。 この うち

宝 暦i3年(17631～ 天 明4年(1784)に 綴 られ た 『貞丈 雑 記』 の祝 儀 の 項491に は 、「一一、

胞 衣 を納 る時 、今ii甥 子 は墨 ・筆 を入 れ納 む 、是今 世 の こ とにあ らず 、古 よ りの事 な り、,

(中略)女 子 の時 、糸 針等 を入 る事 は 、未古 書 に見 當 た らず 、男子 の 時 、墨筆 を 入る よ り

起 りし事 な るべ し」 と書 かれ てお り、筆 ・墨 を入 れ る例 は、男 子 の場 合で あ る こ とが わ か

る。

また 、 『婦 人養草5%に は、 「都 が た に て は、地 下 人の 子 ど もう まれて 後 、是 を門の敷 居
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の下 などにうつ み、方角 をえらび納 る事なるを、田舎 にては、産家の板敷の下へ うつみ、

又かさねての産す る時 も同所 に埋 るな り、されば 不浄の氣 を求め、狐狸一切 の妖獣怪鳥 こ

れ をうかが ひ、産の時障擬 をなす」 と述べてお り、同書が成立 した貞享3年(1686)頃 一

般に もひろ くおこなわれていたことや、都では門の敷居 の下に、田舎では産室の下 に埋 め

るなどという習慣 の違い、同 じ場所 に埋め ると弊害がある と考 えられていたことなどが読

み取れる。

このほか、納め方につ いて も、文献史料はおお くの事実 を教 えて くれ る。今、この中で

とくに伊丹郷町の資料 を理解す るために必要 な記事 をあげ ると、蓋 を必要 とすることにつ

いて は、『伊勢 家秘書誕生之記』`')には、「胞衣 を納、石の蓋 をしてかへ るな り、虫 などの

不入様 にす るものな り、贔入 らば児煩物也 、うこかぬ様 に有べ し」 とある。同 じ言い伝 え

は、先 にみた民俗例 に も見 られる。胞衣は新生児の分身であ り、これが他の物 に犯 され る

ことを嫌 った ことか ら生 まれた思想であろう。

また、易学な どの影響 は、先の 『玉蘂』承元三年五月条にすでに 「御湯問汲吉方水、御

湯之問洗胞衣、吉時昇居槽於便宣所」 とある。 このころは陰陽道が隆盛であ り、出産 に際

してはかならず陰陽師が随伴 している。おそ らく、彼 ら陰陽師たちによって考え出された

のであろうと考え られる。

6.お わ りに

以上、 この風習 について先学の業績 によ りつつ、述べてみた。

このように伊丹郷町出土 の土師質土器壷 は、胞衣壷 として埋納 された ものであるこ とが

わかる。

伊丹郷 町で は、先に見たように、土師質土器壷 を用 いる埋納例 は、現在の ところ18世 紀

中頃～後半 の例 を最古 としている。それ以前について明 らかでない点は、今後の課題であ

る。それ以後の例は、郷 町内の各所で出土 してお り、盛んに行なわれたことを我々に示 し

て くれる。 しか し、明治 に入 る と検 出例 はな くなる。これは、「取締規則」 に よって風習

が変化 したためと考 えられるのである。

この ような風習の もつ意味については、民俗学の研究で は感染呪術 の問題 として52)、あ

るいは、産育習俗のなかの産稼の問題 と しで3)論 じられている。 しか し、これに伴 う言い

伝 えや儀礼の意味 も含めて、この風習 を説 き明かすには至 っていない。

現在 、近世の胞衣壷 に関す る考古資料は伊丹だけでな く、全国で相次いで出土 している。

さきにみた ように、この民俗例は全国でみ られ、類例 はさらに増 えるであろ う。 また、文

献史料 ・考古資料か ら、奈良時代 か らは確実に行われてお り(縄 文時代か ら行われている

可能性 を否定す るものではない)、 中世の遺跡か らも出土する確立は非常 に高い と言える。

今後 これらの点 にも、注意 を払 って行 く必要があろ う。 また、その意味 につ いて も、今後
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考古学の立場か ら発言 していけることと考 える。

最後 に本文 をなす にあたって、御助力、ご指導戴いた方 のお名前 を記 し、御礼 を申 し上

げたいと思 う。兵庫県教育委員会 岡崎正雄氏 、長谷川真氏、伊丹市博物館 和 島恭仁雄

氏、伊丹市教育委員会 小長谷正治氏、八尾市教育委 員会 米田敏幸氏、大阪市教育委員

会 鈴木秀典氏 、堺市教育委 員会 玉山健 史氏 ・嶋谷和彦氏 、八王子市教育委員会。

追記 本稿 を脱稿後、八王子市における胞衣埋納の考古資料 を手にす ることがで きた。

この地方では、近代以降の例 として 「寿」の字 を刻印 した 「カワラケ」 を合わせ 口

に してい る例 が一 般 的で あ る こ とが知 られ る51>。

〔註 〕

1)

2)

3)

4)

5>

6)

7)

8)

9)

ユ0)

11)

12)

13)

}4)

玉5)

16)

ユ7)

18)

】9)

20)

21>

『伊丹市 史』 第2巻 伊丹市役所1968年

八 木哲治編 『伊丹資料叢書6伊 月・古絵 図集成』伊丹市役所1982年

『有岡城跡 ・伊丹郷町1』 大手 前女子学 園有岡城跡調査委員会1987年

佐藤 騙 「胎盤」 『世界大 百科事典14』 平凡社1966年

木下 忠 『埋甕一古代の出産習俗』雄Ul閣1982年 の8頁 。

前掲注2)

大橋康 二二 「肥前陶磁 の変遷 と出土分布 一発掘資料 を中心 として 一」 『国内出土の肥前陶磁』

佐賀県立九州陶磁文化館1984年

兵庫県教育委 員会 長谷川真氏 の御好意に より、実見 し御教示 を受 けた。

伊丹市教育委員会 小 長谷正治氏の御好意 に より、実 見 し御教示 を受けた。

朽木史郎他 『特別史跡姫路城跡』兵庫県立歴 史博物館1985年

嶋谷和 彦他 「堺環濠都市遺跡発掘調査 一宿 院町東4丁SKT14地 点 ・調御寺跡 一」 『堺市

文化財調査報告第二十集』堺市教育委員会1984年

森村健一 「堺 ・浄光寺本堂跡 と湊焼 ・甕 につ いて」 『摂河泉文化資料 』第19・20号 摂 河泉

文庫1980年 。 二i三山健 史氏 ・嶋谷和彦氏の御好意 により、実 見し御教示 を受 けた。

堺市教育委 員会1985年 調査

主山健 史 「向泉寺跡 遺跡発掘調査報 告」 『堺 市文化財調 査報告第十二 集』堺 市教育委 員会

1983年 、,土由健史氏の御好意 によ り、実見 し御教示 を受 けた。

中尾 芳治他 『大坂 城跡 皿』財 団法 人大 阪市 文化財協会1988年 の73頁 。鈴 木秀典氏 の御

好意 によ り、実見 し御教示 を受けた。

米 田敏幸 『八尾近世墓』八 尾市教育委員会1987年 の図版四。米田敏幸氏 の御好意 によ り、

実 見 し御教 示 を受 けた。
-1 .前 掲 注14)の36頁 。

一一2 .北 野俊明 ・野田芳正 「堺環濠都 市遺跡発掘調査報告 一市之町西3丁SKT20地 点一」

『堺市文化財調査報告第二十集』堺市教育委員会1984年 の399頁 。

坪之内徹 也 『高島城祉発掘調査概要 ・M』 大阪府教育委員会 ユ980年の56頁 、

辻村泰圓他 『日本仏教民俗基礎資料集成』第一一巻 中央公論美術出版1976年

北野俊明 ・野田芳正 「堺環濠都市遺跡発掘調査報告 一市之町東4TSKT19地 点 一一」 『堺

市文化財調査報告第二十集』堺市教 育委員会1984年 の295頁 。

横井 清 「的 と胞衣一 日本 中世文化史への二つ の視点」 『社会史研究』3日 本エデ ィー タ
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22)

23)

24)

25)

26)

27)

28)

29)

30)

31)

32)

33)

34)

35)

36)

37)

38>

39)

40)

41)

42)

43)

44)

45)

46)

47)

48)

49)

50)

51)

52)

53)

54)

スクール出版部1983年

桐原 健 「縄文中期に見 られる埋甕の性格 につ いて」 古代 文化18巻3号1967年

渡辺 誠 「縄文時代 における埋甕風 習」 月刊考古学 ジャーナル401970年

前掲注5)。

同書 は、縄文時代 の住居跡 内の埋 甕 につ いて、 これが胞衣壷 であ ることを立証す るこ とを

目的 とした もので あるが、その際、 日本全国の みな らず世界 中の民俗事例 を丹念 に取 り上

げて いる。 また文献 史料 も多 く紹介 され、現在 の ところ胞衣壷 に関 して最 もま とまった研

究書で ある。本論 もこれに導かれる所が大 きか った。

水野正好 「相蒼籠記 萱叢」 『奈良大学紀要 第13号 』奈良大学1984年

『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告第9集 』福 岡県教育委員会1978年

兵庫県教育委員会 長谷川真氏 の御教示 を得 た。

東京大学遺跡調査室 鈴木裕子氏 ・渡辺 ますみ氏 の御教示 を得 た。

鐘方正樹他 「平城京左 京五条五坊十坪の調査 第148次 」『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書』

奈 良市教 育委員会1989年

帯広畜 産大学 中野益 男 ・中 岡利泰、北海道測量 図工 社総合化学研究所 福 島道博 ・中野

寛子 ・長 田正宏 「付論 平城京左 京(外 京)五 条五坊十坪 か ら出土 した胞衣壷 の残存脂 質

について」 『奈 良市埋蔵文化財調査概要報告書』奈良市教 育委員会1989年

『兵庫 県民俗地図』 兵庫県教育委員会1985年

伊丹市博物館 和島恭仁雄氏 の御好意 によ り、 カー ドを見せ て戴 き、御教示 を得 た。

前掲 注32)に 同 じ。

和 田邦平 「民俗編」 『宝塚市史』 第7巻 宝塚市役所1980年

『下大市 の民俗』西宮市教育委員会1982年

山下幸子 「第4章 尼崎の民俗」『尼崎市 史』 第10巻 尼崎市役所1974年

地主 喬 「川西の民俗」 『かわに し 川西市史』 第7巻 川西市役所1977年

『大阪府民俗地図』大阪府教育委 員会1983年

前掲注5>の7頁 。

前掲注5)の118～119頁 。

平尾幾太郎編 『京都府衛生法規全』1907年

石上 堅 『日本民俗語大辞典』桜楓社1983年

吉野裕子 『陰陽五行 と童子祭祀』 人文書院1986年 の25頁 。

『古事類苑』禮式部六 ・誕生祝下(神 宮 司鷹蔵版)吉 川弘文館1982年 の394頁
。

同上。

塙 保 己 一編 『続 群 書 類従』 第 三 十三 輯 ・雑 部 ・巻 第九 百 九 十八 続 群 書類 従 完 成 会

1970年

前掲注44)の398頁 。

前掲注25)の44頁 。

伊勢貞丈 ・島田勇雄校注 『貞丈雑記』1平 凡社東洋文庫1985年

前掲注44)の394頁 。

前掲注44)の393～394頁 。

フ レーザ ー著 永橋卓介訳 『金枝篇1』 岩波文庫1969年

近藤直也 『祓の構 造』創元社1982年 の第1章 産着以前 、他多数。

土井義夫 ・戸井晴夫 『八王子城跡』東京造形大学構 内地 区遺跡調査会1986年

梶原 勝他 『宇津木台遺跡群D(』 八王子市宇津木台地 区遺跡調査会1987年
『八王子市埋蔵文化財年報』昭和62年 度 八王子市教育委員会1988年

『八王子市埋蔵文化財年報』昭和63年 度 八王子市教育委員会1989年
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同書 の 「南八王子地 区遺跡No.12遺 跡 出土 のエ ナ処理 カワラケにつ いて」は、 これ らの資料

をまとめた ものであ り、注 目され る。末筆 なが ら、八王子市教育委員会 の方 々に御礼 申 し

上 げます。
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大手前女子学園(大 手前女短大研集)「研究集録」第9号(1989年)
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